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【目 的】

咲合を再構成する際に , まず岐頭飲合位をどの ような

顎位 に定め るか が問題になる｡ そ の場合に基準となるの

は顎関節 内の 下顎頭 の 位置で あり
,
こ れまで の研究

1)

か ら腰頭安定位で ある こ とが望ま し い と考えて い る｡ 臨

床的にその穎東位を求め るにあた っ て は , 下顎後退位を

た より にする術式
2) や タ ッ ビ ン グ運動の 叩点か ら定め

るなどの 試み
3 , 4 ) が 行われて い る｡

岐合再構成に は下顎位を定める他 に
,
生体 の も つ 下顎

運動に岐合を適合させ る必要がある｡ こ の た めに下顎側

方滑走運動と調和 した岐合面形態を付与するこ とが要件

とな っ て くる ｡ こ の 側方滑走運動はそ の 運動を成り立た

せ て い る ガイ ドの 変化によ っ て , 下顎頭部の 運動経路が

変化すると の報告
5

･
6 ) が あるが , 不明な点も多い ｡

補綴処置の必要な症例の なか には
,
咲頭軟合と歯の ガ

イ ドが喪失 して い るも の も多数存在 して い る ｡ こ の様な

症例にお い て は, 上下顎歯列に口内描記装置を装着 して ,

描記針と措記板の接触とに誘導される側方滑走運動経路

を記録 して い る｡ しか し
, 描記装置に誘導され る下顎頭

の 運動経路と , 有歯顎における歯の ガイ ドにより記録さ

れる運動経路と で は , 差異が生 じて い ると の 報告がある｡

そこ で
, 側方滑走運動時の 出発点となる下顎後退位は新

たな咲頭軟合位を定め る基準となりえるの か , さ らには

側方滑走運動の 下顎頭運動経路が口内摘記装置装着時と

天然歯に よるガイ ドで ど の ように異なるか に つ い て
, 分

析する こ とを目的と して本研究を遂行した ｡
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【方 法】

被検者は , 顎 口腔系 に自覚的に異常を認め か ､
,
ボ ラ

ン テ ィ ア男性 7 名
,
女性 2 名 ( 平均年齢 24 .6 歳) と した ｡

各被検者 に つ い て
,
天然歯お よ び口内描記装置 ( 図 1 )

の 2 種類 の ガイ ドによ る側方滑走運動を 6 自由度顎運動

測定装置 T R I M E T に よ っ て , 下顎切歯点と左右 の額頭

部に求めた全運動軸
7) 上 の 点 の運動を分析 した ｡

図 1 口 内描記装置

措記板は上顎歯列岐合平面に平行に設定, 描記針は左右側下
顎第

一 大日歯間 の中央で , 描記板に垂直に 固定｡

天然歯ガイ ドで は岐頭飲合位 , 下 顎後退位か ら始まる

側方滑走運動の 2 種類 の 運動を記録 し
,
口内措記装置に

よるガイ ドで は下顎後退位から始まる側方滑走運動を記

録 した ｡

側方滑走運動 の記録は 3 回行 い , 各被検者ごと に得 ら

れ た切歯点部にお ける下顎後退位の値の 中か ら最後方に

位置 して い る下顎位を, そ の被検者における下 顎後退位

の 代表値と して以後の 分析 に用 い た ｡

ま たガイ ドの相違によ る平衡側類路経路 の変化を轡曲

皮 ( D) 8 ) の 変化と して評価 した ｡ なお
, 平衡側額路の

轡 曲度 ( D) は水平面にお ける平衡側頼路の 開始点と切

歯点 4 m m 側方位 に対応する腰頭点を結んだ線分から平

衡側類路まで の最大距離と して 求めた ( 図2 ) ｡

下顎運動測定時に は, 被検者 は座位 で頭部を安頭台に

固定 し
,
カ ン ペ ル平面を水平に保 っ た頭位にお い て, 術

者 の 手指によ る誘導の 元測定を遂行 した ｡

測定座標系は , 切歯点お よび左右穎頭点そ れぞれ にお

い て
, 岐東欧合位の位置を原点に とり, カ ン ペ ル 平面を

基準として前後方向を Ⅹ 軸, 左右方向を y 軸, 上下方向

を z 軸とする座標 と した ｡ 口内摘記装置装着時には校合

挙上 がされ る こ とか ら暁頭軟合位 は不明と なる の で , 天
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図 2 左 側方滑走運動時の右腰頭点における轡曲皮 ( D)

( 模式図) : 内方 ( 正中側) に向か っ て轡曲して い る もの を ( ＋) ,

外方に轡曲するも のを ( -) と した. 平衡側願路に複数の轡曲

が見られ る場合 には, 第1 番目の轡曲を測定値として選択した･

然歯列にお い て記録 した岐頭軟合位の座標 に つ い て , 頼

頭点を中心とす る円弧上 に口内摘記装置 によ る校合挙上

量を算出 し, そ の点を切歯点運動経路上の 暁頭飲合位の

位置と補正 して ,
こ れを原点と した座標系にお い て運動

経路を評価 した ( 図 3 ) ｡
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図 3 測定座標系

口内摘記装置装着時の原点 : 天然歯列にお い て記録 した岐頭

軟合位の座標に つ い て , 額頭点を中心とする円弧上 に 口内摘

記装置によ る岐合挙上量を算出し, その 点を切歯点運動経路

上の瞭頭軟合位の位置と補正して , こ れ を原点とした｡

願頭 で 0 .39 ± 0 .1 5 m m で あ っ た (表 2 ) ｡ 天然歯 による

ガイ ドか ら口内摘記装置によるガイ ドに変わると下顎後

退位の 側方偏位量は穎頭点 で約 2 倍に な っ て い た ( 図

4 ) ｡

ま た, 側方滑走運動 の平衡側額路を水平面投影像と し

て観察すると , 側方滑走運動の ガイ ドの 種類 により大き

く変化 した ( 表3) ｡ す なわ ち, 暖頭飲合位から始まり

天然歯で ガイ ドされ る平衡側願路に比較 して ,
口内描記

装置に ガイ ドされ る運動経路は大きく内轡 し, 異な っ た

様相を示す ことが認め られ た ｡ こ の こ とか ら下顎頭連動

は暁合接触の あり方に より変化するもの で ある ことが示

唆され た ｡

天然歯ガイ ド 口内描記装置ガイ ド

図 4 ガ イ ドの相違に よ る下顎後退位の様相

(模式図) ( 水平面)

太線 : 暁頭散合位時の下顎位

細線 : 各被検者の下顎後退位時の下顎位

分析点の偏位量 はきわめ て小さ い ため, 下顎の大きさ に対し

て偏位量 は 25 倍拡大 で示した｡

暁頭飲合位と歯の ガイ ドを喪失 して い る症例にお い て

は
,
下顎後退位か らだ けでなく, タ ッ ビ ン グポイントの

収束点などの 情報を加 え, 適正な暖東飲合位を定め る必

要が ある ｡ そ の後に下顎頭連動に調和するガイドを設定

して
,
こ の ガイ ドに よる新たな岐頭軟合位か らの 側方滑

走運動を記録 し, こ の 下顎運動に適合する校合を新たな

補綴装置に付与 して い く こ とが, 適正な瞭合の 付与に不

可欠 で ある こ とが明らかとな っ た ｡

【結果 と考察】

天然歯ガイ ドと比較 して ,
口内摘記装置に ガイ ドされ

る側方滑走運動の 出発点である下顎後退位は側方に偏位

した｡ そ の様相 は被検者ごとに さまざまな下顎位を示 し,

瞭頭獣合位か ら側方偏位 しながら下顎後退位 に い た る症

例が殆 どで あ っ た ｡ 天然歯によ るガイ ドの 願頭点にお け

る側方 へ の偏位量は右願頭で 0 .20 ± 0 .1 6 m m , 左 額頭で

o .2 0 ± 0 .l l m m ( 表1) , 口 内措記装置装着時の願頭点に

おける側方 - の偏位量は石原頭点で 0 .43 ± 0 .1 7 m m , 左
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表1 天 然歯 に誘導され る下顎後退位 ( m m)

被 横 着

平均 ( S D)1 2 3 4 5 6 7 8 9

切
歯

x ( 前一後) - 0 - 5 1 1 0 .1 9 - 0 .6 2 1 0 . 6 2 - 0 .1 7 - 0 .8 5 - 0 . 7 6 - 0 . 5 4 1 0 .2 8 - 0 .5 0 0 .2 4

y (側 方 : 絶対値) 0 . 0 6 0 .1 5 0 .1 4 0 . 2 5 0 .0 2 0 .1 6 0 . 6 4 0 .2 6 0 .3 1 0 .2 2 0 .1 8

点 z (上- 下) 1 0 ･7 4 0 .0 0 1 0 . 9 7 - 0 . 5 6 0 .0 2 0 .2 6 1

0 . 8 3 - 0 . 3 5 - 0 .5 8 - 0 . 4 2 0 .4 3

L ( 3 次元移動 距離) 0 .9 0 0 .2 4 1 .1 6 0 , 8 7 0 .1 7 0 .9 0 1 . 2 9 0 ,6 9 0 . 7 1 O H 7 7 0 .3 7

右
x ( 前 一

後) - 0 ･3 6 1 0 .1 8 - 0 . 0 3 1 0 . 4 3 - 0 .3 3 - 0 . 9 3 - 0 . 5 6 - 0 .3 3 - 0 . 0 9 - 0 . 3 6 0 .2 7

壁 y ( 側方 : 絶対値) 0 ･1 5 0 .1 8 0 .1 5 0 . 0 6 0 ,1 6 0 . 2 1 0 .5 6 0 .0 4 0 . 3 2 0 ,2 0 0 .1 6
頭
点

z (上- 下) 0 ･0 3 0 .0 4 - 0 .1 9 0 .0 5 0 .0 0 0 . 6 6
-

1 .0 1 0 .0 9 0 .l l - 0 .0 2 0 . 4 4

L ( 3 次元移動距 離) 0 ･3 9 0 .2 6 0 . 2 5 0 .4 4 0 .3 6 1 .1 6 1 .2 8 0 .3 4 0 . 3 5 0 .5 4 0 . 3 9

左
x ( 前 一

後) -

0 ･1 7 - 0 .1 9
-

0 .1 8 1 0 .5 4 - 0 .1 4 1 0 .6 8 - 0 .7 1
-

0 .4 7 - 0 .0 2 - 0 .3 4 0 . 2 6

! ,q y ( 側方
: 絶対値) 0 ･0 9 0 .1 7 0 .1 9 0 .1 7 0 . 2 3 0 .2 0 0 .4 4 0 . 0 4 0 .2 9 0 .2 0 0 .l l

頭
点

z (上一下) 0 ･1 5 1 0 . 0 5 - 0 .0 4 - 0 .1 6 - 0 .1 4 0 .1 2 - 0 .1 6 0 .1 9 0 .0 3 1 0 .O 1 0 .1 4

L ( 3 次元移動距離) 0 ･2 4 0 .2 6 0 .2 6 0 .5 9 0 . 3 0 0 .7 2 0 . 8 5 0 . 50 0 .2 9 0 .4 5 0 . 2 3

表 2 口 内描記装置に誘導され る下顎後退位 ( m m )

被 検 者

平均 ( S D)1 2 3 4 5 6 7 8 9

切
也

栄

x ( 前一後) - 0 ･ 0 9
-

0 .2 8 - 0 . 0 4
-

0 . 3 5 1 0 .5 1 - 0 . 3 8 - 0 .7 0 - 0 .3 5
-

0 . 3 6 - 0 , 3 4 0 .2 0

y ( 側 方 二 絶対値) 0 ･0 8 0 .5 8 0 . 0 7 0 .2 8 0 .2 3 0 . 2 6 0 .7 5 0 .2 2 0 .1 9 0 . 2 9 0 .2 3
匪l

点 z ( 上一下) 1 0 ･0 8 - 0 .3 6 - 0 .1 4 - 0 .1 4 1

0 .2 6 - 0 . 6 3
-

0 .1 0 1 0 .1 5 - 0 . 4 2 -

0 .2 5 0 .1 8

L ( 3 次元移動 距離) 0 ･1 4 0 .7 4 0 .1 6 0 .4 7 0 .6 2 0 . 7 8 1 .0 3 0 A 4 0 . 5 8 0 . 5 5 0 .2 9

右
x ( 前 一

後) 0 ･1 3 - 0 .2 0
-

0 . 0 7 1 0 .4 2 - 0 .3 3 - 0 . 5 7 - 0 .5 7 - 0 .3 7 - 0 . 3 0 - 0 .3 0 0 , 2 3

! ,q y (側方
: 絶対値) 0 .3 3 0 .5 1 0 . 4 2 0 .4 3 0 .2 8 0 .1 5 0 .7 5 0 A 3 0 . 5 4 0 .4 3 0 .1 7

頭
点

z ( 上 一

下) - 0 ･0 1 0 .1 0 -

0 .1 2 0 .2 7 0 .3 7 0 . 4 7 - 0 .5 4 0 .3 1 - 0 .1 0 0 .0 8 0 . 3 1

L ( 3 次元移動距 離) 0 .3 6 0 .5 5 0 . 4 4 0 .6 6 0 , 5 6 0 . 7 5 1
.0 8 0 .6 4 0 . 6 3 0 .6 2 0 . 2 1

左
x ( 前 一

後) -

0 ･2 1 - 0 .2 0 0 .3 3 - 0 .1 0
-

0 .1 8 - 0 . 6 2 - 0 .5 5 0 .0 0 0 . 01 -

0 .1 7 0 . 2 9

! /i y
(側方 : 絶対値) 0 ･3 4 0 . 4 5 0 .3 6 0 .3 4 0 .1 5 0 . 2 2 0 .6 4 0 .4 5 0 .5 6 0 .3 9 0 .1 5

頭
点

z ( 上一下) - 0 ･0 4 - 0 . 3 1 0 .1 8 - 0 .0 3 0 .1 0 0 .l o o .1 4 0 .0 8 - 0 .0 8 0 .0 2 0 .1 5

L ( 3 次元移動距 離) 0 ･4 0 0 . 5 8 0 .5 2 0 .3 6 0 . 2 5 0 . 6 7 0 .8 6 0 .4 6 0 .5 6 0 .5 0 0 .1 8

表 3 平衡側額路の轡曲度 ( D) ( m m )

ガイ ド
被 模 者

平 均 ( S D)1 2 3 4 5 6 7 8 9

口 内摘記装置
右栗頁頭 0 .3 8 0 .1 8 0 .3 5 0 . 6 0 0 .5 0 0 .0 6 0 . 2 1 0 .0 5 0 .2 9 0 . 2 9 0 .1 9

左果,q 頭 0 .3 2 0 .3 1 0 .3 6 0 . 3 2 0 ,1 7 0 .1 2 0 . 6 4 0 .0 6 0 .3 2 0 . 2 9 0 .1 7

天然歯
右果頁頭 - 0 .1 0 0 .0 9 0 .1 1 0 . 3 6 0 .1 4 - 0 .2 2 - 0 .1 2 -

0 .2 4 0 .1 2 0 . 0 2 0 .2 0

左果頁頭 0 .1 7 0 .1 3 0 .1 9 0 . 0 7 0 .2 6 0 .0 5 - 0 .2 1 0 .0 7 0 .0 4 0 . 0 9 0 .1 3

( D) の変化量
右果頁頭 0 ･ 4 9 0 .0 9 0 .2 4 0 .2 3 0 .3 7 0 . 2 7 0 .3 3 0 .2 8 0 .1 7 0 . 2 7 0 .l l

左果頁頭 0 .1 6 0 .1 8 0 .1 7 0 .2 5
-

0 .1 0 0 . 0 7 0 .8 5 - 0 .0 1 0 .2 8 0 .2 1 0 . 2 7

- 6 7 -




